
平成２８年 第６回

戸田市教育委員会定例会

平成２８年５月１９日（木）午前９時３０分

戸 田 市 役 所 ３ 階 教 育 委 員 室

戸田市教育委員会



第６回教育委員会（定例会）次第

１ 開会

２ 前回の会議録の承認

３ 教育委員提案について 別添 資料№１のとおり

４ 報告事項 別添 資料№２のとおり

５ 議事 ページ

（１）議案

議案第１８号 戸田市奨学資金条例等の一部を改正する条例（案）について･･････････････１

議案第１９号 戸田市いじめ問題調査委員会条例の一部を改正する条例（案）について････９

議案第２０号 戸田市立小・中学校評議員の委嘱について･････････････････････････当日配付

議案第２１号 平成２８年度一般会計教育委員会関係６月補正予算（案）について･･････１４

議案第２２号 平成２８年度海外留学奨学事業特別会計６月補正予算（案）について････１６

６ その他

（１）次回の教育委員会の日程（案）

平成２８年６月２３日（木）午前９時３０分～

（２）その他

７ 閉 会



戸田市奨学資金条例等の一部を改正する条例（案）

（戸田市奨学資金条例の一部改正）

第１条 戸田市奨学資金条例（昭和４０年条例第１６号）の一部を次

のように改正する。

第２条第１項第３号中「高等学校」の次に「、中等教育学校の後

期課程」を、「許可された者」の次に「又は在学している者」を加え

る。

第３条第１項の表中

「

高等学校

高等専門学校（第１学年から

第３学年まで）

専修学校（高等課程）

」

を

「

高等学校

中等教育学校の後期課程

高等専門学校（第１学年から

第３学年まで）

専修学校（高等課程）

」

に改める。

（職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部改正）

第２条 職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例（平成７年条例

第１６号）の一部を次のように改正する。

第８条の３第１項第２号中「小学校」の次に「、義務教育学校の

前期課程又は特別支援学校の小学部」を加える。

（戸田市地域交流センター条例の一部改正）

第３条 戸田市地域交流センター条例（平成２６年条例第２２号）の

一部を次のように改正する。

別表第１備考中「第１条に規定する中学校及び高等学校」を「に
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規定する中学校、義務教育学校の後期課程、高等学校、中等教育学

校並びに特別支援学校の中学部及び高等部」に改める。

（戸田市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定

める条例の一部改正）

第４条 戸田市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準

を定める条例（平成２６年条例第２６号）の一部を次のように改正

する。

第１１条第３項第４号中「中学校」の次に「、義務教育学校」を

加える。

（戸田市立少年自然の家条例の一部改正）

第５条 戸田市立少年自然の家条例（昭和４９年条例第５４号）の一

部を次のように改正する。

第５条第１号中「中学校」の次に「、義務教育学校、中等教育学

校の前期課程又は特別支援学校の小学部若しくは中学部（以下これ

らを「小・中学校」という。）」を加え、「及び生徒並びに」を「又は

生徒及び」に改め、同条第２号中「小学校、中学校」を「小・中学

校」に改める。

別表中「及び」を「又は」に改める。

附 則

この条例は、公布の日から施行する。
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戸田市奨学資金条例（第１条関係）新旧対照表

改正前 改正後(案）

第１条 （略） 第１条 （略）

（貸付条件） （貸付条件）

第２条 奨学金を申請しようとする者（以下「申請者」という。）

は、次の要件を備える者でなければならない。

第２条 奨学金を申請しようとする者（以下「申請者」という。）

は、次の要件を備える者でなければならない。

(1)・(2) （略） (1)・(2) （略）

(3) 学校教育法（昭和２２年法律第２６号）の規定による高等

学校、高等専門学校、専修学校（正規の修業期間が２年以上

の高等課程又は専門課程に限る。）又は大学（短期大学を含

む。）に入学を許可された者であること。

(3) 学校教育法（昭和２２年法律第２６号）の規定による高等

学校、中等教育学校の後期課程、高等専門学校、専修学校（正

規の修業期間が２年以上の高等課程又は専門課程に限る。）

又は大学（短期大学を含む。）に入学を許可された者又は在

学している者であること。

(4)・(5) （略） (4)・(5) （略）

（奨学金の額及び貸付期間） （奨学金の額及び貸付期間）

第３条 奨学金の額は、次のとおりとする。 第３条 奨学金の額は、次のとおりとする。

区分 奨学金の額

高等学校

高等専門学校（第１学年

から第３学年まで）

専修学校（高等課程）

国立及び公

立

月額 １０，０００円

私立 月額 １５，０００円

（略） （略） （略）

区分 奨学金の額

高等学校

中等教育学校の後期課程

高等専門学校（第１学年

から第３学年まで）

専修学校（高等課程）

国立及び公

立

月額 １０，０００円

私立 月額 １５，０００円

（略） （略） （略）
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改正前 改正後(案）

２ （略） ２ （略）

第４条～第１５条 （略） 第４条～第１５条 （略）

附 則 （略） 附 則 （略）
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職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例（第２条関係）新旧対照表

改正前 改正後(案）

第１条～第８条の２ （略） 第１条～第８条の２ （略）

（育児又は介護を行う職員の早出遅出勤務） （育児又は介護を行う職員の早出遅出勤務）

第８条の３ 任命権者は、次に掲げる職員が、規則の定めるとこ

ろにより、当該子を養育するために請求した場合には、公務の

運営に支障がある場合を除き、規則の定めるところにより、当

該職員に当該請求に係る早出遅出勤務（始業及び終業の時刻を、

職員が育児又は介護を行うためのものとしてあらかじめ定めら

れた特定の時刻とする勤務時間の割振りによる勤務をいう。）

をさせるものとする。

第８条の３ 任命権者は、次に掲げる職員が、規則の定めるとこ

ろにより、当該子を養育するために請求した場合には、公務の

運営に支障がある場合を除き、規則の定めるところにより、当

該職員に当該請求に係る早出遅出勤務（始業及び終業の時刻を、

職員が育児又は介護を行うためのものとしてあらかじめ定めら

れた特定の時刻とする勤務時間の割振りによる勤務をいう。）

をさせるものとする。

(1) （略） (1) （略）

(2) 小学校に就学している子のある職員であって、規則で定め

るもの

(2) 小学校、義務教育学校の前期課程又は特別支援学校の小学

部に就学している子のある職員であって、規則で定めるもの

２ （略） ２ （略）

第８条の４～第１９条 （略） 第８条の４～第１９条 （略）

附 則 （略） 附 則 （略）
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戸田市地域交流センター条例（第３条関係）新旧対照表

改正前 改正後(案）

本則 （略） 本則 （略）

附 則 （略） 附 則 （略）

別表第１（第１３条、第２２条関係） 別表第１（第１３条、第２２条関係）

１ 使用料 （略） １ 使用料 （略）

２ 使用料の加算額 （略） ２ 使用料の加算額 （略）

備考 備考

中高生とは学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第１条

に規定する中学校及び高等学校の生徒が使用する場合をい

い、一般とは中高生以外のものが使用する場合をいう。

中高生とは学校教育法（昭和２２年法律第２６号）に規定

する中学校、義務教育学校の後期課程、高等学校、中等教育

学校並びに特別支援学校の中学部及び高等部の生徒が使用す

る場合をいい、一般とは中高生以外のものが使用する場合を

いう。

別表第２（第２２条関係） （略） 別表第２（第２２条関係） （略）
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戸田市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例（第４条関係）新旧対照表

改正前 改正後(案）

第１条～第１０条 （略） 第１条～第１０条 （略）

（職員） （職員）

第１１条 （略） 第１１条 （略）

２ （略） ２ （略）

３ 放課後児童支援員は、次の各号のいずれかに該当する者であ

って、都道府県知事が行う研修を修了したものでなければなら

ない。

３ 放課後児童支援員は、次の各号のいずれかに該当する者であ

って、都道府県知事が行う研修を修了したものでなければなら

ない。

(1)～(3) （略） (1)～(3) （略）

(4) 学校教育法の規定により、幼稚園、小学校、中学校、高等

学校又は中等教育学校の教諭となる資格を有する者

(4) 学校教育法の規定により、幼稚園、小学校、中学校、義務

教育学校、高等学校又は中等教育学校の教諭となる資格を有

する者

(5)～(9) （略） (5)～(9) （略）

４・５ （略） ４・５ （略）

第１２条～第２２条 （略） 第１２条～第２２条 （略）

附 則 （略） 附 則 （略）
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戸田市立少年自然の家条例（第５条関係）新旧対照表

改正前 改正後(案）

第１条～第４条 （略） 第１条～第４条 （略）

（使用者の範囲） （使用者の範囲）

第５条 少年自然の家を使用できる者は、次の各号のいずれかに

該当する者とする。

第５条 少年自然の家を使用できる者は、次の各号のいずれかに

該当する者とする。

(1) 教育課程に基づく学習活動を行う小学校、中学校の児童及

び生徒並びにその引率者

(1) 教育課程に基づく学習活動を行う小学校、中学校、義務教

育学校、中等教育学校の前期課程又は特別支援学校の小学部

若しくは中学部（以下これらを「小・中学校」という。）の

児童又は生徒及びその引率者

(2) 小学校、中学校の児童又は生徒を主たる構成員とする団体

及びその引率者

(2) 小・中学校の児童又は生徒を主たる構成員とする団体及び

その引率者

(3) （略） (3) （略）

第６条～第２３条 （略） 第６条～第２３条 （略）

附 則 （略） 附 則 （略）

附 則

この条例は、公布の日から施行する。

別表（第９条関係） 別表（第９条関係）

使用料（１人につき） 使用料（１人につき）

利用期間 小・中学校の児童及び生

徒（引率者を含む。）

その他 備考

（略） （略） （略） （略）

利用期間 小・中学校の児童又は生

徒（引率者を含む。）

その他 備考

（略） （略） （略） （略）
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議案第１９号

戸田市いじめ問題調査委員会条例の一部を改正する条例（案）

戸田市いじめ問題調査委員会条例（平成２６年条例第１５号）の一部を次の

ように改正する。

第２条を次のように改める。

（所掌事項）

第２条 調査委員会は、次に掲げる事項を所掌する。

(1) 法第２８条第１項に規定する重大事態が発生した際の調査、その再発防

止に資する対応策の審議等に関すること。

(2) 前号に掲げるもののほか、戸田市立の学校に在籍する児童又は生徒に自

殺等の事案が発生した際の調査、その再発防止に資する対応策の審議等に

関すること。

第３条第２項第４号を次のように改める。

(4) 心理、福祉等に関する専門的知識及び経験を有する者

第６条第５項を次のように改める。

５ 会議は、公開とする。ただし、個人情報に関する配慮その他会議を公開し

ないことにつき合理的理由がある場合又は調査委員会において特に公開しな

い旨の議決をした場合には、会議を公開しないことができる。

第８条を第９条とし、第７条を第８条とし、第６条の次に次の１条を加える。

（守秘義務）

第７条 委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた

後も、同様とする。

附 則

この条例は、公布の日から施行する。
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戸田市いじめ問題調査委員会条例新旧対照表

改正前 改正後(案）

第１条 （略） 第１条 （略）

（所掌事項）

第２条 調査委員会は、法第２８条第１項に規定する重大事態が

発生した際の調査に関することを所掌する。

（所掌事項）

第２条 調査委員会は、次に掲げる事項を所掌する。

(1) 法第２８条第１項に規定する重大事態が発生した際の調

査、その再発防止に資する対応策の審議等に関すること。

(2) 前号に掲げるもののほか、戸田市立の学校に在籍する児童

又は生徒に自殺等が発生した際の調査、その再発防止に資す

る対応策の審議等に関すること。

（組織） （組織）

第３条 （略） 第３条 （略）

２ 委員は、次に掲げる者のうちから教育委員会が委嘱する。 ２ 委員は、次に掲げる者のうちから教育委員会が委嘱する。

(1)～(3) （略） (1)～(3) （略）

(4) 児童委員の代表 (4) 心理、福祉等に関する専門的知識及び経験を有する者

第４条・第５条 （略） 第４条・第５条 （略）

（会議） （会議）

第６条 （略） 第６条 （略）

２～４ （略） ２～４ （略）

５ 会議は、非公開とする。 ５ 会議は、公開とする。ただし、個人情報に関する配慮その他

会議を公開しないことにつき合理的理由がある場合又は調査委

員会において特に公開しない旨の議決をした場合には、会議を
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改正前 改正後(案）

公開しないことができる。

（守秘義務）

第７条 委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。そ

の職を退いた後も、同様とする。

第７条・第８条 （略） 第８条・第９条 （略）

附 則 （略） 附 則 （略）

附 則

この条例は、公布の日から施行する。
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戸田市いじめ問題調査委員会条例

（設置）

第１条 いじめ防止対策推進法（平成２５年法律第７１号。以下「法」という。）第

１４条第３項の規定に基づき、いじめの防止等のための対策を実効的に行うため、

戸田市いじめ問題調査委員会（以下「調査委員会」という。）を置く。

（所掌事項）

第２条 調査委員会は、次に掲げる事項を所掌する。

(1) 法第２８条第１項に規定する重大事態が発生した際の調査、その再発防止に

資する対応策の審議等に関すること。

(2) 前号に掲げるもののほか、戸田市立の学校に在籍する児童又は生徒に自殺等

の事案が発生した際の調査、その再発防止に資する対応策の審議等に関すること。

（組織）

第３条 調査委員会は、委員５人以内をもって組織する。

２ 委員は、次に掲げる者のうちから教育委員会が委嘱する。

(1) 弁護士

(2) 学識経験者

(3) 医師

(4) 心理、福祉等に関する専門的知識及び経験を有する者

（委員の任期）

第４条 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期

間とする。

２ 委員は、再任されることができる。

（委員長及び副委員長）

第５条 調査委員会に委員長及び副委員長を置き、委員の互選によりこれを定める。

２ 委員長は、会務を総理し、調査委員会を代表する。

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき又は委員長が欠けたとき

は、その職務を代理する。

（会議）

第６条 調査委員会の会議（以下「会議」という。）は、委員長が招集し、その議長

となる。

２ 会議は、委員の半数以上の出席がなければ開くことができない。
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３ 会議の議事は、出席委員の過半数でこれを決し、可否同数のときは、委員長が決

するものとする。

４ 委員長が特に必要と認めるときは、関係者の出席又は資料の提出を求めることが

できる。

５ 会議は公開とする。ただし、個人情報に関する配慮その他会議を公開しないこと

につき合理的理由がある場合又は調査委員会において特に公開しない旨の議決を

した場合には、会議を公開しないことができる。

（守秘義務）

第７条 委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も、

同様とする。

（庶務）

第８条 調査委員会の庶務は、教育委員会事務局教育政策室において処理する。

（委任）

第９条 この条例に定めるもののほか必要な事項は、教育委員会が定める。

附 則

（施行期日）

１ この条例は、平成２６年８月１日から施行する。

（戸田市特別職の職員で非常勤の者等の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正）

２ 戸田市特別職の職員で非常勤の者等の報酬及び費用弁償に関する条例（昭和３１

年条例第１１号）の一部を次のように改正する。

第２条中第５５号を第５６号とし、第５４号の次に次の１号を加える。

(55) いじめ問題調査委員会委員

別表第１中５５の項を５６の項とし、５４の項の次に次のように加える。

５５ いじめ問題調査

委員会

委員長

副委員長

委員

日額 １２，０００

１１，５００

１１，０００

附 則(平成２７年条例第５０号)

この条例は、平成２８年４月１日から施行する。

附 則

この条例は、公布の日から施行する。
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（歳入） （単位：千円）

細節 ： ○

細々節 ： ・

14国庫支出金 0 3,500 3,500 ◯01総合的な教師力向上のための調査研究事業 3,500

03委託金

03教育費委託金

01教育総務費委託金

（教育政策室）

14国庫支出金 0 1,383 1,383 ◯02チーム学校の実現に向けた業務改善等の推進事業 1,383

03委託金

03教育費委託金

01教育総務費委託金

（教育総務課）

（歳出） （単位：千円）
節 ： 節

細節 ： ○

細々節 ： ・

10教育費 5,622 1,383 7,005 節07賃金 667

01教育総務費 ○01臨時職員賃金 667

02事務局費 節09旅費 183

02教育委員会事務局費 ○03特別旅費 183

01教育委員会事務局費 節11需用費 533

(教育総務課) ○01消耗品費 353

○04印刷製本費 180

款・項・目・大事業・中事業
補正前の額
（中事業）

補正額
（中事業）

計
（中事業）

説 明

【補正理由】国庫補助金の交付内定に伴う補正

【補正理由】国委託金の交付決定に伴う補正

【補正理由】国庫補助金の交付内定に伴う補正

平成２８年度 一般会計 教育委員会関係 ６月補正予算（案）

款・項・目・節
補正前の額

（節）
補正額
（節）

計
（節）

説 明

14
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（単位：千円）
節 ： 節

細節 ： ○

細々節 ： ・

10教育費 2,962 3,500 6,462 節11需用費 808

01教育総務費 ○01消耗品費 107

05教育センター費 ○03食糧費 9

03研究･研修事業 ○04印刷製本費 692

01研究・研修事業 節12役務費 240

(教育政策室) ○01通信運搬費 240

節13委託料 2,452

○03教職員等専門研修業務 2,000

○04教職員等課題解決型研修業務 452

10教育費 368,481 67,313 435,794 節13委託料 67,313

02小学校費 ○03戸田東小学校・戸田東中学校改築等工事設計業務 67,313

02学校建設費

01小学校施設整備事業

01小学校施設整備事業

(教育総務課)

（債務負担行為）

【補正理由】国委託金の交付決定に伴う補正

【補正理由】戸田東小学校・戸田東中学校の建替えに伴う補正

事 項 期 間 限 度 額

款・項・目・大事業・中事業
補正前の額
（中事業）

補正額
（中事業）

戸田東小学校・戸田東中学校
改築等工事設計業務委託料

H29.4.1～H30.3.16 143,305,000円に消費税及び地方消費税の額を加算した額

(教育総務課)

美女木小学校プレハブ教室賃借料 H28.6.28～H34.3.31 252,700,000円に消費税及び地方消費税の額を加算した額

(教育総務課)

計
（中事業）

説 明
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（歳入） （単位：千円）

細節 ： ○

細々節 ： ・

02繰入金 6,480 1,820 8,300 ○01海外留学奨学基金繰入金 1,820

01海外留学奨学基金繰入金

01海外留学奨学基金繰入金

01海外留学奨学基金繰入金

(教育総務課)

（歳出） （単位：千円）
節 ： 節

細節 ： ○

細々節 ： ・

01事業費 6,688 1,820 8,508 節19負担金、補助及び交付金 1,820

01事業費 ○03交付金 1,820

01事業費 ・01海外留学奨学資金 1,820

01海外留学奨学資金事業

01海外留学奨学資金事業

(教育総務課)

補正額
（中事業）

計
（中事業）

説 明

【補正理由】前年度給与決定者について、今年度予算で奨学資金を給与
することとなったことによる増額補正と給与決定者が辞退
したことによる減額補正

【補正理由】前年度給与決定者について、今年度予算で奨学資金を給与
することとなったことによる増額補正と給与決定者が辞退
したことによる減額補正

平成２８年度 海外留学奨学事業特別会計 ６月補正予算（案）

款・項・目・節
補正前の額

（節）
補正額
（節）

計
（節）

説 明

款・項・目・大事業・中事業
補正前の額
（中事業）
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資料 ＮＯ．１

教育委員提案について

平成２８年第６回教育委員会(定例会)

平 成 ２ ８ 年 ５ 月 １ ９ 日 ( 木 )

戸 田 市 役 所 ３ 階 教 育 委 員 室



１ 教育委員提案について

ページ

① 県学力・学習状況調査と教員質問紙調査の分析と活用により期待される効果について･･･････１

（教育政策室）

② アクティブ・ラーニングの実践例と保護者へのＰＲについて･････････････････････････････２

（教育政策室）

③ 小中一貫教育について･･･････････････････････････････････････････････････････････････５

（教育総務課・教育政策室）

④ 英語教育について･･･････････････････････････････････････････････････････････････････６

（教育政策室）



少人数指導 グループ学習

振り返りの活動
ドリル学習

学習規律の徹底

ＩＣＴの活用

発展的な学習

・・・・・・

指導方法等の教員質問紙調査

・・・・・・

県学力・学習状況調査結果

ＵＰ

教員自身が効果的な指導方法に目を向け、

自らの授業を改善するきっかけとすること
ができる。

県学力・学習状況調査と教員質問紙調査の
分析と活用により期待される効果

効果的な指導方法の明確化

授業改善

成果を上げている教員の指導方法を
分析、共有することで、教員研修に
活かすことができる。

質問紙調査が、授業の指針や振り返り
として活用できるため、調査自体を
教員研修の一環とすることができる。

ポイントを明確にした
授業の振り返り

教員研修

どのような指導方法が子供の学力を
伸ばすのかを明らかにできる。

本調査は、「一人一人の学力がどれだけ
伸びているのか」を把握することが可能。

関連付けて分析

エビデンス
べース

1
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「アクティブ・ラーニング」について

「アクティブ・ラーニング」は・・・

【文部科学省】
教員による一方向的な講義形式の教育とは異なり、学修者の
能動的な学修への参加を取り入れた教授・学習法の総称。

（文部科学省『論点整理』を参考に作成

2
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「アクティブ・ラーニング」について
「アクティブ・ラーニング」は・・・

【埼玉県教育委員会】

「児童生徒の思考力・判断力・表現力や学びに向かう力、人間性
を育むため」に有効である。

一斉授業

知識・技能の習得には
効果があった

アクティブ・ラーニング

自ら表現し、伝え合うことなどが
育成すべき力を高めるために

効果が大きい

深い学び

対話的な学び

主体的な学び

3



○基礎的・基本的な知識・技能の着実な獲得

○社会の様々な場面で活用できるようにする

育成すべき資質・能力「３つの柱」

○情意や態度等に関わるもの

○問題の発見や解決をしたり、協働的に問題を解決したりする

中で、思考・判断・表現ができるようにする。

個別の知識・技能
「何を知っていて、何ができるか」

思考力・判断力・表現力等
「知っていること・できることをどう使うか」

学びに向かう力、人間性など
「どのように社会・世界と関わり、より良い人生を送るか」

これからこれから

問題解決

創造性

創
造

性

人生を
主体的に切り拓く

思考力・判断力・表現力の育成

国

アクティブ・ラーニングによる授業改善

各教科等の固有の
知識・技能等

これまでこれまで

学びに向かう力 人間性

（埼玉県教育委員会資料を
参考に作成）
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２０２０年度に向けた戸田市英語教育推進プラン イメージマップ （平成２８年度版） 
 

年度 
学校等 

平成２７年度 
２０１５年度 

平成２８年度 
２０１６年度 

平成２９年度 
２０１７年度 

平成３０年度 
２０１８年度 

平成３１年度 
２０１９年度 

平成３２年度 
２０２０年度 

国の動向 
（予定） 

「生徒の英語力 
向上推進プラン」 

    小学校新学習 
指導要領全面実施 

戸田市小学校 

英語（活動） 

○変革に向けた 
研究 

○変革に向けた 
準備と研究 

○変革に向けた 
 チャレンジ 

○新学習指導要領 
実施 

○戸田市版新カリ 
キュラム試行 

○戸田市版カリキュ 
ラム完全実施 

１・２年生     

教育課程特例校 

３・４年生 

 

 

                   

   

５・６年生     

戸田市中学校 

英語 

・CAN-DO リスト運用 ○オール・イングリッシュの授業の推進 
○学習指導要領改訂に伴うカリキュラム 

検討・修正（予定） 
○戸田市版新カリ 

キュラム試行 

・戸田市版パフォー

マンス・テスト改訂 

・教科書改訂に伴う

新 カ リ キ ュ ラ ム 

作成 

 
 
 
 
 
・中３ 英検３級 

取得事業開始 
３級取得目標５０％ 

 

 

 

 
 
 
 
３級取得目標５５％ 

 
 
 
 
 
 
 

３級取得目標６０％ 

 
 
 
 
・新カリキュラムに 
伴う教材開発 

 
３級取得目標６５％ 

 
 
 
 
・「学力調査」結果を 

踏まえた授業改善 
 

３級取得目標７０％ 

今年度の研究予定（戸田市英語教育研究推進委員会を中心とした全小・中学校での研究） 
    ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 3月 
小 モジュール・ 
   授業時数 

方向性 
の確認
打合せ 

研究 
概要 
確認 

年間を通した実践・検証・改善 
「読むこと」「書くこと」の研究・映像教材開発 

小 評価・評定 実態調査内容の見直し  実態調査 調査結果をもとにした評価についての検討 
中 CAN-DO SS ２学期分開発 ３学期分開発 １学期分開発 まとめ・確定版発表 
中 ｵｰﾙ・ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ 年間を通して実施（学校訪問では全教員が T.T.で授業を行う。） 
小中  ｱｸﾃｨﾌﾞ･ﾗｰﾆﾝｸﾞ センター研究員による研究 

１０時間程度 

学習指導要領改訂に向けた協議 小学校新学習指導要領を段階的に先行実施 

３５時間 

授業時数の増加 1 
各学校の状況に合わせて、授業時数増
の取組や研究を進める。 

３５時間 

1 年生３４時間  ２年生３５時間 

 

３・４年生 ７０時間 

 
５・６年生 ７０時間 

 

  

論理的思考力を一層身に付ける活動 
（言語活動の充実⇒アクティブ・ラーニングの活用） 

CAN-DO Small Steps (仮称) 開発 
(まとまった単元ごとの CAN-DO リスト及び活動例) 

“My Project”等、教科書

の教材を十分生かす。 

授業時数の増加 2 
モジュール形式の授業を実施する。 

6
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     英語活動を通して、このような子供たちを育てます。 
  

 
 
 
        誰とでも主体的に        互いの気持ちや考えを英語で         豊かな国際性を 
        関わろうとする子供        伝え合うことができる子供         身に付けた子供 

１ モジュール形式の短時間英語活動 ２ 週１回の英語活動（４５分） 
                                           戸田市では、すべての英語活動をＡＬＴとの 
                                                         ティーム・ティーチング形式で行う。 
                     [例] 週３回行うケース 
 
 
                                
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１ あいさつ 
２ 聞く活動 
  話す活動 

１ あいさつ 
２ 聞く活動 
  話す活動 

１ あいさつ 
２ 読む活動 
  書く活動 

４５分授業（ALTとの T.T.）も 

「ふれる」「なれる」「親しむ」 

をキーワードに、充実させます。 

 

小学校 

戸田市では、子供たちが 
英語にふれる時間や機会 
を増やします。 
Fun Fun Lessonで、 
英語にふれる機会を 
週に最大４回つくる 
ことができます！ 

・Fun Fun Lesson は、 
始業前、朝の会、帰りの会、放課後 
などに行う短時間（例 １５分）の 
英語活動です。 

・Fun Fun Lesson は、 
４５分授業で扱う単語や表現に 
「なじむ」ことが目的です。 

Fun Fun Lessonを実施することで、 
    英語のコミュニケーションはもっと楽しくなります！ 

月曜日 

水曜日 

金曜日 

“Fun Fun Lesson”(仮称) 

7



      英語を通して、このような子供たちを育てます。 
 
 
 
１ “All in English”の授業 
 授業のすべてが 
コミュニケーションのチャンス！   ２ ４技能を伸ばす授業 

                                 「聞く」「読む」「話す」「書く」 

                                  バランスよく学びます！ 
                    [例] 自己紹介を題材にした４技能の統合的な活動 
                                  
                                  
                                  
                                  1  ALTの自己紹介     ２ 自己紹介文作成 
                             「聞く」          「書く」 
                          
                          
 
 
                           ３ 自己紹介発表会       ４ 自己紹介文集を読む 
                           「話す」「聞く」          感想を述べ合う 
                                                      「読む」「聞く」「話す」 

 

 

教師が英語で授業を行うことで、 
「全ての授業」が英語でコミュニ 
ケーションを図る場となります。 

 

小学校英語活動で育てた素地の上で、 
中学生はより多くのことを学びます。 

 

AE Lesson（仮称） 
(All in English Lesson) 

オール・イングリッシュで行うＡＬＴとの 
ティーム・ティーチング形式の授業 
を市内全中学校で実施します。 

「ミスを恐れずに英語を使ってみよう」 
という気持ちを育てることができます。 

 

 

 

中学校 
積極的に英語を使おうと 
する、グローバル社会で 
活躍できるとだっ子 
を育てます！ 
 
 
 

 

 

 

  

考えや気持ちを伝え合うために必要な力を 
身に付けることができます。 
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報告事項

平成２８年第６回教育委員会(定例会)

平 成 ２ ８ 年 ５ 月 １ ９ 日 ( 木 )

戸 田 市 役 所 ３ 階 教 育 委 員 室



１ 報告事項

ページ

① 戸田市立小・中学校通学区域審議会５号委員の異動に伴う委員の変更について･････････････１

（学務課）

② 平成２８年度戸田市の教育改革について･･･････････････････････････････････････････････２

（教育政策室）

③ 平成２８年度戸田市教育委員会研究指定等委嘱校について･･･････････････････････････････３

（教育政策室）

④ 平成２８年度生涯学習事業について･････････････････････････････････････････････････別紙

（生涯学習課）

⑤ 前谷遺跡試掘確認調査について･･･････････････････････････････････････････････････････４

（生涯学習課）

⑥ その他



職 名 氏 名 住 所 電 話 生年月日 年齢

５号委員（３名）市職員 （市民生活部） 部 長 栗 原 誠 戸田市上戸田１－１８－１ 048-441-1800 昭和34年11月29日 ５６

市職員 （都市整備部） 部 長 金 子 泰 久 戸田市上戸田１－１８－１ 048-441-1800 昭和32年1月26日 ５９

市職員 （教育委員会） 教 育 部 長 鈴 木 研 二 戸田市上戸田１－１８－１ 048-441-1800 昭和37年2月21日 ５４

※ 任期 平成２８年５月１日～平成２９年１１月２９日

戸田市立小・中学校通学区域審議会委員
任期 平成２７年１１月３０日～平成２９年１１月２９日

委 員 区 分

1

17957
テキストボックス
報告事項①
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H29 H30

1 戸田第一小 算数
学ぶ楽しさにあふれ、一人一人の確かな学びを育む授業づく
り ～結びつきを通して～

戸田市教育委員会 27・28 1.27 － －

2 戸田第二小 算数・体育・道徳
知・徳・体の調和のとれた人間性豊かな戸二っ子の育成
～学び合う児童を育てる授業の創造～

戸田市教育委員会 26・27・28 12.14 － －

3 新曽小 国語
思いや考えを豊かに伝え合う子供の育成
～考える力・表現する力を育む言語活動の研究～

戸田市教育委員会 26・27・28 11.18 － －

4 美谷本小 道徳

心豊かに学び合い 未来を拓く児童の育成
～豊かなかかわりの中で、よりよく生きる力を育む道徳教育の推進～
※①埼玉県道徳教育研究協力校
※②いじめ防止のための望ましい人間関係づくり研究推進校

戸田市教育委員会

※①②埼玉県教育委員会

26・27・28
※①28・29
※②26・27・28

11.17 － －

5 笹目小
国語（理科・生
活・音楽・体育）

ユニバーサルデザインと学校づくり
～推進から拡充へ～

戸田市教育委員会 27・28・29 － ○ －

6 戸田東小 国語 豊かな言語活動を通して、主体的に学び合う児童の育成 戸田市教育委員会 28・29・30 － － ○

7 戸田南小 道徳 豊かな心を育む道徳教育の充実
～自己の生き方について考えを深められる道徳授業を目指して～

戸田市教育委員会 26・27・28 12.13 － －

8 喜沢小 特別活動
望ましい集団活動を通して、心豊かに生きる児童の育成（第
三次研究）
～「自分もよくみんなもよい」集団活動～

戸田市教育委員会 28・29・30 － － ○

9 笹目東小 体育 知・徳・体のバランスのとれた児童の育成
～力いっぱい運動し、共に高め合える体育授業の展開の工夫～

戸田市教育委員会 27・28・29 － ○ －

10 新曽北小 国語 豊かに学び、生き生きと思いを伝え合う子供の育成
～思考力・判断力・表現力を育てる言語活動の充実～

戸田市教育委員会 27・28・29 － ○ －

11 美女木小 道徳 相手の思いを尊重して、自分の思いを伝えられる子の育成 戸田市教育委員会 26・27・28 10.20 － －

12 芦原小 国語
「自尊感情」を高め、互いを尊重し合う児童の育成
～主体的に自分の思いや考えを伝え合う学習活動～

戸田市教育委員会 28･29 － ○ －

６ ４ ２

H29 H30

1 戸田中 全教科等
主体的・協働的に学びを深め、自分の考えを発表できる生徒
の育成
～多様なアクティブ・ラーニングを取り入れた授業づくりを目指して～

戸田市教育委員会 28・29 － ○ －

2 戸田東中 道徳
豊かな人間性と社会性を育んだ生徒の育成
～道徳教育の指導と評価の一体を目指して～

戸田市教育委員会 28・29・30 － － ○

3 美笹中 全教科等
夢に向けて努力できる生徒の育成
～多面的な教育活動による学力向上の取組～

戸田市教育委員会 26・27・28 11.8 － －

4 喜沢中 特別活動
自らの未来を力強く切り拓く生徒の育成
～自己実現に向けた指導法の工夫～

戸田市教育委員会 26・27・28 1.17 － －

5 新曽中 全教科等 学習意欲の向上と思考力・判断力・表現力の育成
～アクティブ・ラーニングとICTを取り入れた授業の実践を通して～

戸田市教育委員会 28・29・30 － － ○

6 笹目中 全教科等
生徒が能動的に学ぶ授業の工夫改善
～教科の本質に迫るアクティブ・ラーニング～

戸田市教育委員会 28・29 － ○ －

２ ２ ２

1 戸田第二小 英語活動 11.11 － －

2 笹目中 英語 1.24 － －

3 新曽中
進路指導・
キャリア教育

２５地区進路指導・キャリア教育研究協議会
埼玉県進路指導・キャリ
ア教育研究会主催 28 11.10 － －

4
課題の発見・解決に向けた主体的・協働的な学びの推進事業
「教科等の本質的な学びを踏まえたアクティブ・ラーニング
の視点からの学習・指導方法の改善に関する実践研究」

文部科学省（申請中）28･29 － － －

5 チーム学校の実現に向けた業務改善等の推進事業 文部科学省 28 － － －

6
総合的な教師力向上のための調査研究事業
「民間教育事業者の力を活用した教員の資質能力向上事業」

文部科学省 28・29 － － －市教育委員会

全小･中学校

拠点校：戸一小、戸二小、喜沢小、
笹目東小、芦原小、戸田中、笹目中
協力校：その他11校

研究教科等
H28発表
予定日

発表年度

外部専門機関と連携した英語指導力向上事業
（研究協力校）

文部科学省
埼玉県教育委員会

27・28

委嘱
期間

その他に行われる研究（平成２８年度）

発表校数

発表予定年度

発表校数

平成２８年度市研究指定等委嘱校 学校研究主題一覧（中学校）

研究委嘱機関
委嘱
期間

H28発表
予定日

研究主題 研究委嘱機関

※網かけは新規委嘱校

No 学校名

平成２８年度市研究指定等委嘱校 学校研究主題一覧（小学校）
※網かけは新規委嘱校

No 学校名 研究教科等 研究主題
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下戸田ミ ニパーク

児童遊園地
本町１ 丁目

下前１ 丁目遊園地
児童遊園地
本町１ 丁目

東
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公
園

元蕨第二公園

上町
第一公園

元蕨
第三公園

下
戸
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第
一
公
園

下戸田
第二公園

上戸田
ふれあい広場

上
町
第
二
公
園

元蕨第一公園

海禅寺

Ｊ
Ａ
戸
田
市
東
支
店

休日等
歯科診療所 下

戸
田
交
番

本町郵便局

Ｕ Ｒ 都市機構戸田団地

戸田市消防署
東部分署

戸田中央総合病院

戸
田
幼
稚
園

管理事務所集会所
Ｕ Ｒ 都市機構

戸田中央
看護専門学校

Ｕ Ｒ 都市機構戸田団地
総
合
病
院

戸
田
中
央

こ
ど
も
の
国

県営戸田下前住宅

後
谷
会
館

中
島
病
院

元蕨会館

上戸田福祉センタ ー

戸田中央産院

市立上戸田保育園

東町会館

光
明
寺

戸田市役所
戸田市役所

上町会館

国
道

１
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号

本
町
一
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目

本
町
一
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目

下前一丁目

本町一丁目

上
戸
田
二
丁
目

下戸田二丁目

上戸田二丁目

上戸田一丁目

前谷遺跡

今回の土木工事予定地（ 地番表示 戸田市上戸田２ 丁目２ ０ 番５ ）

100 m
1:2,500
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写真１　調査前風景１

写真３　周溝状遺構検出状況　第1トレンチ 写真４　周溝状遺構検出状況　第２トレンチ

写真５　第1トレンチ完掘状況 写真６　第2トレンチ完掘状況

写真７　埋め戻し実施状況 写真８　調査完了状況

写真２　重機による掘削

調査写真一覧
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